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用 下 に お け る 学 生 の 下 着 着 装 の 意 識 と 実 態　 第1 報

短 大　 木 水 福 子　 ○ 藤 井 喜美

〔(社) 日本 家政 学 会

目 的　 下 着 に 対｡す る 意 識 と 着 装 形 態 の 変化 を 知 る た め。 女 子 中学 生、 高 校 生. 短 大 生 の

制 服 着 用 下 に お け る 下 着 着 装 の 実 態 及 び 意 識 の 蘭 査 を 行 っ た。

方 法　 甲 子 園 学 院 中 学 生、 高 校 生、 短 大生 を 対 象 と し。 平 成 ３ 年 ７ 月、10 月、 平 成 ４ 年･

1 月 の ３ 回、 同 対 象 者 で 調 査 を 行っ た。 鋳査 は。 調 査 当 日 制 服 の 下 に 着 用し て い る 下 着 に

つ い て質 問 紙 に よ る 自 己 記 入 法 で 実 施し た。

結 果　 着 用し て い る 下 着 の 種 類 は 少 な く。 特 に ラ ン ジ ェ リ ー 類 の 着 用 は き わ め て 少 な か

っ た。 フ ァ ン デ ー ショ ン 類 で は、 ブ ラ ジ ャ ー は 中 学１ 年 時 で は30~  50% の 着 用 率 であ る が

中 学 ２ 年 時 か ら60 ％ を 越 え。 中 学 ３ 年 か ら は ほ ぼ100 拓着 用し て い た。 ボ デ ィ ス ーツ の 着 用

者 は 全 く な く。 ガ ード ル も 高 校３ 年 時 位 か ら 着 用 者 が 増 加 す る が。 全 体 とし て は体 を し め

っ け る こ と を で き る だ け 排 除 し たい と い う 意 志 が う か が わ れ る。 ア ン ダ ー ウ ェ ア で は、 タ

ン ク ト ッ プ の 着 用 と い う 現 象 が み ら れ、 こ れ は 現 代 の 若 者 の 衣 服 全 体 の 着 装 の 仕 方 に 関 係

が あ る よ う に 思 わ れ る。 下 着 の 色 柄 に つ い て 白､無 地 着 用 者が 予 想 外 に 多 かっ た が。 パ ン テ

ィ で は ほ ぼ70 ％ の 者 が 色 柄 も の を 着 用し て い た。 組 合 せ と し で は 予 想 通り 簡 略 化 が み ら れ

た。 ブ ラ ジ ャ ー と パ ン テ ィ の 基 本 型 に ガ ード ル の 組 合 せ、 ま た タ ン ク ト ップ の 組 合 せ。 冬

期 に は.     T シ ャ ツ。 シ ャ ツ の 組 合 せ と な り 下 半 身 下 着 の よ り 省 略 化 が み ら れ た。 パンＪ イ

の 型 は。 セ ミ ピ キ ニ。 ビ キ ニ 型 が は ぼ80 ％ を 占 める 結 果 で あ っ た。 下 着 着 用 の 目 的 に つ い

て は。 下 着 本来 の も っ 目 的 が 失 わ れ つ つ あ り、 年 令 が 低 い ほ ど 目 的 意 識 が はっ き り せ ず、

習 慣的 に 着 用し て い る 者 が多 か っ た。 第１ 報 で は 着 装 実 態 を 主 に 報 告 す る。
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と 着 装 行 動 の 工 夫

文 教 大 教 育

小 林 茂 雄

伊 地 知 美 知 子

＜ 目 的 ＞ 現 代の ス リ ム志 向 のフ ァ ッ シ ョ ン の 流 れ の 中 で、 多 く の 若い 女 性が 美し いプ ロ ポ

ーシ ョ ン に 憧 れ、 装う こ と に よ り 自 己 の プ ロ ポ ー ショ ン を より 美し く 見 せ た い、 見 ら れ た

い と 願 っ て い る。 そ こ で 現 実の 着 装 行 動 に お い て、 ど の よ う な 工 央を 行っ て い る の か を 調

査し、 そ の 背 景 に あ る 自 己 の現 実 及び 理 想 のプ ロ ポ ー シ ョ ン と 着 装 行 動の 工 夫 と の 関 連 に

つ い て 考 察 す る。

＜ 方 法 ＞ 女 子 大 生 約 ２ ０ ０ 名 を 対 象 に、19    9   1 年 １ ０ 月 ～1     9   9   2 年 １ 月 に ア ン ケ ー ト

調 査ｔ 行 っ た。 主 な 調 査 項 目 は 着 装 行 動 の 工 夫（4    3 項 目、 該 当項 目 を 選択 ）、 自 己 の 現

実と 理 想 のプ ロ ポ ー シ ョ ン（ 身 体 部 位な ど2     1 項 目、 ５ 段 階 評 定 尺 度 ）な ど であ る。 こ の

場 合、 着 装 行 動 の 工 夫 の 項 目 は 予 備 調 査 で 学 生 が 挙げ た も の を もと に 還定 し た。

調 査 デ ー タ は平 均 値 の､差 の 検 定、 因 子 分 析な ど の 統 計 手 法に より プ ロ ポ ー シ ョ ンと 着 装 行

動 の 工 夫 に つ い て 検 討し た。

＜ 結 果 ＞ ≪■ 装 行 動 の 工 夫 に つ い て は、 全 体 の バ ラ ン ス。 下 半身 に対 す る工 夫 が 上 位 を 占 め

た。 こ の こ と は 現 実と 理想 のプ ロ ポ ーシ ョ ン の 調 査 に お い て、n 者 の 差の 大 きい 身 体 部 位

は。 太 も も、 ふ く ら は ぎ、 ヒ ッ プ サ イズ など 下 半 身 の 部 位 と な っ たこ とと 関 迪が あ る。 プ

ロ ポ ーシ ョ ン の 因 子 分 析で は、 身 体の 周 径因 子（ ウ エ ス ト、 下 半身 ）、 身 体 の長 さ 因 子、

バ スト 因 子 は 理恕 ・ 現 突 の ど ち ら で も 抽 出さ れ た。 プ ロ ポ ー シ ョ ン の 個人 差 は 現 実 の 方 が

大き く、 特 に首 の 太 さ に 最 もば ら つ きが み ら れ た。
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